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スイッチ触れただけで「入」、電気こんろ火災４１４件・死者２人 

11 月 17 日 15 時 5 分配信 読売新聞 

 

むき出しになった電気こんろのダイ

ヤル（右）。スイッチが少しでも回る

と熱くなる恐れがある 

 回転式のスイッチに接触防止のためのガードがついていない古いタイプの電気こんろで、使用

者の気付かないうちに体や物がスイッチに当たって電源が入ってしまい、こんろ上に置かれた物

が燃える火災が後を絶たない。 

 メーカー側は改修を進めているが、家庭ではまだ多くの未改修品が使われているとみられ、１８

日に東京・渋谷駅周辺で街頭活動をして注意を呼びかける。 

 

 メーカー１２社でつくる小形キッチンユニット用電気こんろ協議会によると、先月までの出荷台数

の累計は、スイッチが前面にある一口タイプが約５３万台（改修率８６・８％）、複数口タイプが約１

４万台（同４８・５％）、スイッチが上面にある一口タイプが約６万台（同４４・２％）。 

 

 こうしたタイプのこんろは１９７７年に製造が始まり、学生や単身者用のアパートなどに多く取り

付けられたが、スイッチを回し切らないと点火しないガスこんろと違い、スイッチが少しでも回転す

れば加熱し始めるため、気づかないうちに熱くなって火災が起きる恐れがある。 

 問題は８５年に表面化。同協議会のまとめでは、この年から今年１０月末までに未改修のこんろ

で４１４件の火災が起き、２人が死亡、６人がけがをした。 

 

 問題発覚以降、各メーカーでは、スイッチの周りにガードを取り付け、体などが当たっても回らな

い構造に変更した。しかし、販売済みのこんろで事故が続いたため、昨年６月に同協議会を設

立。情報交換しながら改修を進めている。約１７万台を販売したサンウエーブ工業（東京）による

と、プライバシー意識の高まりや、生活時間帯の多様化などのために、住民に接触しにくくなって

いるという。 

 改修は無償で行い、一口タイプなら１０分程度で終了する。同協議会の連絡先はフリーダイヤ

ル（０１２０・３５５・９１５）。  



http://www.denki-konro.jp/pdf/leaflet20080229.pdf 
 

 



 


